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今年度の「保小中一貫教育の取り組み」の活動内容について紹介します。 

 

 

令和６年度の保小中一貫教育の取り組み 

 

保小中一貫教育委員会事務局 大久保 礼子（青木中学校教頭） 

青木村の特色の一つに、保小中一貫教育があります。｢村の子は村で育てる｣という教育

理念のもと、教育委員会を中心に保育園・小学校・中学校が連携し活動をしています。   

昨年度｢５か条委員会｣｢子育て委員会｣｢フォーラム推進委員会｣｢小中連携推進委員会｣

｢保小連携委員会｣｢特別支援教育委員会｣｢保健教育委員会｣の７つの委員会が特色ある活動

をし、成果を収めてきました。そして、この活動の様子を発表する場、『子育てフォーラム

あおき』が久しぶりに開催されました。そこでは、「あおきっ子教育ポイント５か条」の第

３条時間の使い方の改定に伴い、「メデイアとのつきあい方」をテーマに講演会を聴いたり、

５か条委員会の発表からさらに分科会で考えたりしました。 

今年度も、「村の子は村で育てる」という理念を具現するために、「心豊かでたくましい

子どもの育成～社会力（生きる力）を育てる」の教育目標の実現のために保・小・中で連

携して活動していきます。それでは令和６年度の活動について紹介します。 

 

今年度もすでに運営委員会や推進委員会・全体会が開催され、今年度の活動の方向性が

決まりました。 

 

１.子育てフォーラムあおき２０２４について 

開催日時 令和６年１１月３０日（土）午前 

～昨年度のフォーラムの反省から～ 

◯５か条の改定に伴い「メデイアとの関わり」に関しての講演会を実施し、大成功。 

◯講演会は今の時期に合った大変参考になる内容であった。 

◯全体を通して、青木村の取り組みがわかり有意義な会でした。 

●参加者は保育園、小学校、中学校の職員が多く、保護者がほとんどいなかった。参加し

たくなる企画等を行い、口コミや PTAの役員を中心に声をかけてもらう必要があると感じ

た。 



そこで今年度のテーマを考えたときに、昨年の５か

条の改定を踏まえて「時間の使い方」「メデイアとの

関わり」等が良いのではないかという意見がありまし

た。また、コロナ禍での４年間を踏まえて「変革の時

代を生きる」（仮）のような時代のニーズに合わせた

対応もあるかなと考えています。また、テーマや講演

会の内容などお知らせしていきます。より多くの皆様

に参加してもらえるように内容を考え、また呼びかけをしていきます。今から予定に入れ

ていただき、多くの皆様の参加をお待ちしております。 

 

２．各活動について 

各委員会は活動を計画・推進し、保小中それぞれにおろしていきます。内容によっては

村全体に発信していくことになります。各委員会の活動についての発表（発信）は、「子育

てフォーラムあおき 2024」及び「青木村子どもはつらつネットワーク通信」とします。 

 

３．今年度の各委員会の活動内容 

（１） ５か条委員会（推進委員長：清澤 利哉） 

『あおきっ子教育ポイント５か条「第 3条」改訂後の実態を知り、さらなる啓発を試みる』

をテーマとして、昨年改定された「第 3 条 時間の使い方」の実態を知るため、保育園の

保護者、小学校の児童とその保護者、中学校の生徒とその保護者にアンケートをとります。

そしてメデイア利用実態がどのように変化したのか探るとともに、今後、家族関係のあり

方や子どもへの指導のあり方について、「子育てフォーラムあおき」で発表し考える機会と

したいです。推進については、学級学年ＰＴＡで話題にするなどＰＴＡの活動でも行って

いきます。 
 

（２） 子育て委員会（推進委員長：清水 智恵子） 

・テーマ「地域（人）とつながっていこう」～人とのふれあいとともに成長～ 

保育園、小学校、中学校で地域の方と関わった活動や授業で、どのような思いで関わっ

たかのメッセージを寄せ合います。 

・地域の方々、子どもたちの思いを模造紙などに写真とともにまとめ、「子育てフォーラム

あおき」で展示発表します。 
 

（３） フォーラム推進委員会（推進委員長：松本 香樹） 

・「子育てフォーラムあおき２０２４」の企画・運営をします。 

 （講演会について、各委員会の発表について、日程の工夫など） 
 

 



（４） 小中連携推進委員会（推進委員長：竹形 郁哉） 

・活動は無理のない範囲、小中連絡会、小中合同研修、行事への小学生の参加などの機会

を大切にして連携を行っていきます。「子育てフォーラムあおき」ではメデイアの使い方

を題材にして、分科会を実施していきたいです。中 1ギャップ 

解消のため小中合同授業を行いたいと考えています。 
 

（５） 保小連携委員会（推進委員長：甲田 明美） 

音楽会、プール、運動会、ハロウィン、焼きいも大会など小学校の行事に参加させていた

だき園児と小学生との交流を行いながら、保育園から小学校へのスムーズな移行を図り、

小学校への期待を膨らませていきたいと考えています。また、今年のテーマ「春みつけ」

を教材とした、保育園、小学校の共通の活動を「子育てフォーラムあおき」の 

展示物で紹介します。 
 

（６） 特別支援教育委員会（推進委員長：福澤 敬） 

・「子育てフォーラムあおき」の内容を早めに検討・決定し、推進委員会や全体会では事例

検討や情報共有の時間として進めていきます。移行支援の充実をしていきます。 

・保護者への特別支援についての講演会を行い、昨年度の講演から 

ステップアップした内容を行います。学習障害や読み書きの困難 

さ等について保護者への理解を促していきます。 
 

（７） 保健教育委員会（推進委員長：丸山 美恵） 

・青木村で作成した「健康に関する計画」の理解を深め、青木村の現状と今後の目標を知 

り、保・小・中でできる対応を考えていきます。特に食育に関して 

重点的に話し合い、情報交換を行います。 

 

【小中連携の様子】 

 5 月 7 日に小中合同研修会を行い、小学校の先生方には中学校の授業を見ていただき、

貴重な意見をいただきました。また、学びの改革支援課の課長臼井学先生を講師に迎え、「今

求められている授業」について研修を行いました。5月 13日には小中連絡会を行い、小学

校の時にお世話になった先生方に今の中 1 の姿を見ていただき、温かい声をかけていただ

きました。小中連携の活動をこれからも大切にしていきたいと思います。 

最後に、多くの自治体が保・小・中の連携を目

標に挙げ活動しています。しかし、青木村の保小

中一貫教育は違います。これだけ連携が充実して

いる自治体はないです。地域の教育力が高い青木

村の教育に携わっていることを自覚し、今年度も

保小中一貫教育を進めていきたいと思います。 



 

今回は、青木中学校 国語科担当  平沢 宏 先生です。 

 

・好きな食べ物…旬のものが好きです。春はタラの芽、ウドなどの 

        山菜、秋はキノコなど。食べるとエネルギーにな 

ります。子どもの頃はあまり食べられなかったパ 

イナップルやバナナなどの果物も好きです。 

お酒も好きで息子がワインを送ってくれるのが 

楽しみです。 

・苦手な食べ物…嫌いなものがないのが取り柄！ 

・趣味…フォークギターで弾き語り。♪クラスを持っていた時は、３年生を送り出す時 

に、恒例行事として子どもたちの前で弾き語りをしてきました。 

野菜作り。孫が隣に住んでいるので一緒に収穫するのが楽しみ 

です。写真。美しい景色を見るとつい一眼レフで撮ってしまい 

ます。感動は心を豊かにしてくれます！ 

・どんな子どもでしたか？…小学校は４㎞、中学校は８㎞あり、朝は６時 

過ぎに家を出ていました。道草が大好きで、川で魚を取ったり、イタドリ（野 

草）に塩を付けて食べたりしました。物づくりが好きで、パチンコ、水鉄砲 

竹馬などを作り、自然の中でたくさん遊びました。 

・先生にならなかったら？…若い頃から先生になるのが夢でした。祖父が神主で「後 

      を継いでくれると嬉しいな。」と言われていたので、神主になっていたか 

      もしれません。その関係で出雲大社、伊勢神宮の大祭には 

今でも行っています。 

・好きな有名人は？…X⁻JAPAN の YOSHIKIさん。昔、息子の代わりに 

コンサートに行って好きになりました。本物の機会に触れることの 

素晴らしさを知りました。 

・お休みの日は何をしていますか？…野菜作りや花を植えています。また奥さんと 

散歩をしたり、男の子 2人の孫たちと遊んだりする 

のが楽しみです。 

 

 

 

 

 

今年度の「子育てフォーラムあおき 2024」は、11月 

３０日（土）の午前中に開催予定です。今から予定に入れ

ていただき、多くの皆さんの参加をお待ちしております。 

はつらつ先生 IN あおき 
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